
・「どうして音が出るのか」という発問に対する

児童の考え 

 

 

 

 

 物に対して働きかけを行った結果，音が出ると

いう考え方がほとんどであった。この他，「高い音

と低い音がある」「大きい音と小さい音がある」

「音は響く」という考えも出てきた。 

「音が出た楽器の様子をよく見たり触ったり

しよう」という指示をして，音楽室にある太鼓，

シンバル，トライアングル等に触れさせた。 

 音が出ているとき 

の物の震えを確認す 

るために，自作の輪 

ゴムギターを使用し 

た。 

 様々な楽器で音を出す活動の中での児童の主

なつぶやきは，以下の通りである。 

・楽器が揺れた。 

・楽器が震えた。 

・触ったら音が止まった。 

・叩いた大太鼓を触ったら痛かった。 

 太鼓や輪ゴムギターは音が出るときに震えて

いるという現象に，多くの児童が気付いた。 

「叩いた大太鼓を触っ 

たら痛い」という発言を 

受けて，全員に体験を共 

有させた。 

「揺れる」と「震える」 

の違いを確認した。揺らしただけでは音は出な

いことから，太鼓の「震え」という言葉をおさ

えた。 

 前時で「太鼓は音が出るときに震えてい

る」という児童が多かった。本時は「太鼓

以外でも音が出るときに震えているか」と

発問し，トライアングルについて予想を立

てた。震えない９名，震える５名であった。 

 

トライアングルに付箋を貼り，震え 

を可視化することで調べた。予備実験 

を行ったときに付箋だけでは震えが見 

えにくかったので，付箋の下におもり 

としてクリップを付けたものを使用し 

た。 

付箋では震えが分からない児童が 

数名おり，カップに入ったビーズで 

震えを見る手立てもとった。 

 

第３学年 Ａ（３）光と音の性質                 福島県小中学校 理科ペディア 

 

 

（１） はじめに 

児童は音楽科の学習や日常において様々な楽器に親しみ，音を聞いている。しかし，３年生の児童に

とって学習の初めから音を物の震えとして捉える視点をもつことは難しい。ここでは，「児童が実感と納

得を伴って学習内容を理解できる授業」をテーマとした実践について，児童の思考の流れ，児童の学習

活動の工夫と指導上の留意点に焦点をあててまとめた。 

 

（２） 授業の実際 

【単元総時数】５時間 【使用教科書】東京書籍「新しい理科３」  

※左側は児童の思考，右側は児童の学習活動の工夫と指導上の留意点を中心にまとめた。 

① １時目学習活動：楽器や輪ゴムで作ったギターで音を出し，音を出しているときの様子について気付 

いたことや疑問に思ったことを発表し合い，音が出たり伝わったりしているときの様

子について調べる問題を見いだす。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ２時目学習活動：楽器で音を出して，楽器が震えているか調べる。 

音が出るときの物の様子についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （次項へ） 

音の性質の学習における児童の思考に即した学習活動の展開 

 

 



 

 

 

 カップに入ったビーズでは，全員が震えを

確認することができた。また，カップを持つ

ことで手に震えが伝わり，震えを体感するこ

ともできていた。 

 トライアングル以外でも音が出るときに震えて

いるかどうか可視化するために，付箋とカップに入

ったビーズで実験して確かめた。 

 １時目の学習感想で，叩いた大太鼓を触った時に

「痛かった」と「くすぐったかった」という違いがあ

ったことを想起させた。 

児童は，「感じ方の違いは叩く強さの違いによる」

という考えであったので，「叩く強さの違いで音の大

きさに違いが出る」ということを確認し，「音の大き

さの違いによって物の震え方は違うのだろうか」と発

問し予想を立てた。全員，音が大きいと震えが大きく，

音が小さいと震えが小さいという予想であった。 

 前時と同様にトライアングルを用いて実

験を行った後，小太鼓，シンバルではどのよ

うになるかも実験をさせた。付箋とビーズ

カップを用いて，震えの大きさを可視化し

た。 

 以下のように結果をノートに記入した。 
 音の大きさを変え 

たときの現象の違い 

を比較しやすいよう 

に，各グループの結 

果を図にまとめさせ 

た。 

 階段の手すりを教師が叩いた音を聞き，音が伝わっ

ていることを確認した。その後，「どうして音が伝わ

るのか」と発問して予想を立てた。児童にとってこの

発問は難しく，予想を立てられない児童が多かった。

「音が伝わるときに音を伝えるものは震えているか」

というような，予想が「震える」「震えない」という

２択になる発問の方が全員が自分の考えとして予想

を立てられたと考えられる。 

 トライアングルと紙コップを糸でつな

ぎ，糸に付箋を付けて糸の震えを見る実験

を行った。児童は付箋の震えの見方に慣れ，

付箋でも 

震えを確 

認できて 

いた。 

 右のように結果 

を記録した。 

 糸電話を用いて，糸が張っているときは

震えて音が聞こえ，たるんでいるときは震

えないので音が聞こえないということを確

かめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ３時目学習活動：音が大きい時と小さい時の楽器の震え方を調べる。 

音の大きさと震え方についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ４時目学習活動：糸電話で声を伝え合い，音が伝わるとき，音を伝える物が震えているか調べる。 

音が伝わるとき，音を伝える物が震えていることをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ５時目学習活動：音が出るときの物の様子について，学んだことをまとめる。 

  今までの学習をノートで振り返りながらまとめたり，教科書の「理科のひろば」に書いてあることについ

て考えたりした。 

 

（所属：桑折町立伊達崎小学校 小野紘子） 


